
今
回
の
当
初
予
算
の
修
正
と

な
っ
た
の
は
、
伊
吹
高
校
生
で

Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
い
る
生
徒
に

バ
ス
や
ま
い
ち
ゃ
ん
号
に
の
定

期
代
を
全
額
補
助
す
る
と
い
う

内
容
の
予
算
で
す
。
額
は
180
万

円
で
す
。
予
算
常
任
委
員
会
で

は
天
翔
ク
ラ
ブ
の
鹿
取
議
員
が

修
正
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
米
原
市
内
の
高
校
に

通
学
す
る
生
徒
は
、
い
ろ
い
ろ

な
方
法
で
通
学
し
て
お
り
、
Ｊ

Ｒ
を
利
用
す
る
伊
吹
高
校
生
の

み
支
援
す
る
こ
と
は
不
公
平
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
を
使
っ

て
通
学
す
る
生
徒
は
市
外
の
生

徒
が
多
く
、
市
民
に
対
す
る
補

助
に
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
で

す
。
予
算
常
任
委
員
会
で
修
正

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
本
会
議
で
の
採
決
の
結

果
は
7
対
7
の
同
数
と
な
り
、

議
長
が
修
正
案
を
可
決
と
判
断

し
た
た
め
、
修
正
案
が
可
決
さ

れ
た
ま
し
た
。

今
、
教
育
に
対
す
る
支
援
は

重
要
な
課
題
で
す
。
伊
吹
高
校

で
は
通
学
さ
れ
る
生
徒

の
減
少
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
近
江

長
岡
駅
の
利
用
者
を
増

加
さ
せ
る
課
題
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課

題
の
中
で
、
通
学
生
徒

に
支
援
を
は
か
る
こ
と

は
必
要
と
考
え
ま
す
。

今
回
新
規
の
事
業
と
し

て
始
め
ら
れ
ま
す
が
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
し
っ

か
り
検
証
し
、
今
後
、

高
校
生
に
対
す
る
支
援

策
を
拡
大
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。

一
部
に
は
高
校
生
支
援
は
県

政
の
課
題
だ
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
が
、
今
の
滋
賀
県
政
の
教

育
費
負
担
は
全
国
最
低
の
レ
ベ

ル
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
県

の
課
題
、
市
の
課
題
と
の
議
論

よ
り
、
市
も
努
力
し
て
い
る
し
、

も
っ
と
県
に
教
育
費
負
担
軽
減

の
予
算
を
と
の
声
を
挙
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
修
正
案

に
反
対
し
原
案
賛
成
し
ま
し
た
。

採
決
結
果
は
別
表
の
と
お
り
。

国
保
特
別
会
計
予
算
反
対
討
論

今
回
の
国
保
特
別
会
計
予
算

は
県
内
保
険
料
統
一
化
の
た
め
、

令
和
10
年
ま
で
毎
年
6.6
％
引
上

げ
令
和
11
年
度
に
4.9
％
引
上
げ

る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
多
く

の
国
保
世
帯
は
、
こ
れ
以
上
の

負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
消

費
税
が
導
入
す
る
時
、
政
府
は
、

そ
の
収
入
は
、
す
べ
て
社
会
保

障
に
使
う
と
説
明
し
て
き
ま
し

た
。
現
実
は
、
そ
の
収
入
は
法

人
税
の
減
税
や
所
得
税
減
税
の

財
源
と
な
り
、
社
会
保
障
制
度

は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
今

回
の
国
民
健
康
保
険
税
の
引
上

げ
を
前
提
の
、
国
保
特
別
会
計

予
算
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
す

ま
す
年
金
生
活
者
な
ど
無
職
者

や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
経
済
弱
者

に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
も
の

で
す
。

国
保
税
条
例
改
正
案
反
対
討
論

今
回
の
条
例
改
正
で
は
均
等

割
に
つ
い
て
、
市
長
は
以
前
の

山
脇
議
員
の
質
問
で
、
国
保
税

の
均
等
割
が
人
頭
税
の
よ
う
な

も
の
と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
国
保
税
の
18
歳
以

下
の
均
等
割
分
を
一
般
会
計
か

ら
還
付
す
る
経
済
支
援
措
置
を

さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
継
続

さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
均
等
割
は
本
来
国
保
の
問
題

で
あ
り
、
国
保
税
の
問
題
と
し

て
改
善
す
べ
き
で
す
。
市
独
自

で
、
均
等
割
分
に
つ
い
て
国
保

税
を
引
き
下
げ
、
そ
の
金
額
を

一
般
会
計
か
ら
の
国
保
会
計
に

繰
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

 ※
1

修
正
案
は
可
否
同
数
と

な
り
ま
し
た
が
議
長
が
可
と
し

ま
し
の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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3
月
23
日
の
議
会
最
終
日
の
採
決
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
最
終
日
に
執
行
部
か
ら
6
件
の
追

加
議
案
（
補
正
予
算
2
件
、
条
例
2
件
、
和
解
1
件
）
が
提
出
さ
れ
、
議
会
か
ら
一
般
会
計
当
初
予

算
修
正
案
と
付
帯
決
議
、
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
は
、
国
保
特
別
会

計
事
業
予
算
と
国
保
税
引
き
上
げ
条
例
に
つ
い
て
の
反
対
討
論
を
藤
田
議
員
が
行
い
ま
し
た
が
、
賛

成
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
や
請
願
は
可
決
し
ま
し
た
。

伊
吹
高
校
通
学
支
援
金
を
削
減

国
保
税
引
き
上
げ
に
反
対

天
翔
ク
ラ
ブ
が
減
額
動
議
提
出

藤
田
議
員
の
反
対
討
論

共
産
党
議
員
団
は
減
額
に
反
対

教
育
負
担
の
軽
減
は
県
・
市
共
同
の
課
題

議員名 会 派 名

第7号一
般会計予
算「修正」
案※1

第 8号国
保特別会
計予算案

第22号国
保税条例

山脇正孝 日本共産党市議団 × × ×

藤 田 正 雄 日本共産党市議団 × × ×

山 口 久 志 天翔クラブ 〇 〇 〇

鹿 取 和 幸 天翔クラブ 〇 〇 〇

磯 谷 晃 天翔クラブ 〇 〇 〇

矢 野 邦 昭 天翔クラブ 〇 〇 〇

今 中 力 松 天翔クラブ 議長 議長 議長

中 川 松 雄 天翔クラブ 〇 〇 〇

鍔 田 明 天翔クラブ 〇 〇 〇

中 川 雅 史 政策研究会マイバラ × 〇 〇

堀 江 一 三 政策研究会マイバラ × 〇 〇

山 本 克 巳 政策研究会マイバラ × 〇 〇

吉田周一郎 政策研究会マイバラ × 〇 〇

振 角 大 祐 無会派 × 〇 〇

細 野 正 行 無会派（公明党） 〇 〇 〇

結 果 可決 採択 採択


